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「参照基準における『情報一般の原理』

に関連する授業実践」

発表の流れ

1. はじめに：情報学分野の参照基準とは

2. 『情報一般の原理』に関する実践例

 京都市立西京高等学校より(藤岡・大西)

 青森県立黒石高等学校より(下村)

3. まとめ



H28.3.23 日本学術会議
「大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の

参照基準：情報学分野」を公表

1. はじめに

日本学術会議： http://www.scj.go.jp/

• 委員長 萩谷昌己先生(東大)：

「高校情報科との連続性は非常に良い」
(萩谷：“情報学を定義する”，情報処理，Vol.55，No.7，pp.734-743 (2014)．)

• 情報科の親学問としての位置付け



情報学分野の参照基準の内容

ア 情報一般の原理

イ コンピュータで処理される情報の原理

ウ 情報を扱う機械および機構を設計し

実現するための技術

エ 情報を扱う人間と社会に関する理解

オ 社会において情報を扱うシステムを

構築し活用するための技術・制度・組織

1. はじめに



「情報一般の原理」の位置付け

ー情報学固有の特性(報告の概要)よりー

中核部分に限っても情報学は多くの分野から成

り、特に文系と理系に広がっている。情報社会

を探求し、よりよい情報社会を築くためには、

コンピュータ上で処理される情報と社会におけ

るコミュニケーションで用いられる情報を、共

通に理解し統御するための普遍的な原理が必要

である。したがって、それら学問分野の上層に

情報一般の原理を位置づけ、情報学の中核部分

を定義することが妥当である。

1. はじめに



ア 情報一般の原理

 情報と意味 ：情報は意味作用をもち，世界を変化

させ，そこに価値と秩序を与える

 情報の種類 ：広義，狭義，最狭義の情報

（生命情報，社会情報，機械情報）

 情報と記号 ：情報は，記号とそれが表す意味内容

のセットから成り立っている

 記号の意味解釈 ：意味解釈や意味処理の仕方は

情報を扱う主体によって異なる

 コミュニケーション ：情報をもとにコミュニケーションを

生みだすシステム

 社会的価値の創造 ：情報処理を通じて，新たな選択肢が

選択可能となる

1. はじめに



ー授業実践例ー

• 京都市立西京高等学校より

• 青森県立黒石高等学校より

2. 実践例



西京高校における専門科目「情報学基礎」

学習項目
内容

※主に関連する情報学の知識体系

（参照基準ア～オ）

配当
時間
（予定）

１．情報一般の原理

・３つの情報概念

生命情報，社会情報，
機械情報について扱い，
情報の本質について学ぶ

（※参照基準ア）

8

２．情報を扱う人間と社会

・コミュニケーション
・メディア

コミュニケーションと
メディアの本質について

学ぶ （※参照基準ア）
14

・メディアリテラシー
実習

新聞記事を用いたレポー
ト作成とプレゼンテーショ
ン実習 （※参照基準エ）

18

2. 実践例

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjr2tCq_LHOAhVJX5QKHQjTDwsQjRwIBw&url=http://www.yokohamakokusai-h.pen-kanagawa.ed.jp/sgh.html&psig=AFQjCNH6wKLSI1uMTuZP3yIGdm0IRKuYqw&ust=1470750934676858
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjr2tCq_LHOAhVJX5QKHQjTDwsQjRwIBw&url=http://www.yokohamakokusai-h.pen-kanagawa.ed.jp/sgh.html&psig=AFQjCNH6wKLSI1uMTuZP3yIGdm0IRKuYqw&ust=1470750934676858


学習項目
内容

※主に関連する情報学の知識体系

（参照基準ア～オ）

配当
時間
（予定）

３．情報システムを構築し活用
するための技術・制度・
組織
・情報セキュリティ
・情報社会における法制度
・情報システムと
人間のインタフェース

情報システムを前提とした社
会における安全，法制度につ
いてや，インタフェースのユ
ニバーサルデザイン等につい
て学ぶ (参照基準オ)

12

４．コンピュータで処理される
情報
・アルゴリズム
・プログラミング
・シミュレーション

モデル化とシミュレーション
等を扱ったアルゴリズム設計
やプログラミング演習を通じ
てコンピュータや情報科学の
基礎を学ぶ (参照基準イ,ウ)

18

2. 実践例

西京高校における専門科目「情報学基礎」(続)
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What is Information?

2. 実践例



inform=in(内部に)+form(形成する)

•その生物内に蓄積された経験

(歴史)をもとに情報が生じる

※客観的に存在するのではない

•そもそも情報は生物に個別に

生じる主観的なもの

2. 実践例



情報の種類：3つの情報概念

生命情報⊃社会情報⊃機械情報

• 生命情報は生物が生きていく上で有用な意味

(価値)を生じさせるもの

➔ 生物に個別に生じる主観的なもの

• 社会情報は記号・言語と意味内容が一体化し

たもの ➔ コミュニケーションの手段

• 機械情報は社会情報のうち

意味(価値)が潜在化したもの

➔ コンピュータでも扱える

生命情報

社会情報

機械情報

2. 実践例



情報はそのまま伝わるのではない

メ
デ
ィ
ア

メ
デ
ィ
ア

送
信
者

送
信
者

送
信
機

送
信
機

受
信
機

受
信
機

受
信
者

受
信
者

受け手は主観的にとらえるため
誤解が生じないように常に注意が必要

受け手は主観的にとらえるため
誤解が生じないように常に注意が必要

ではなぜ私たちはコミュニケーションが可能なのか？

2. 実践例



What is ”Communication”?
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What is ”Communication”?
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What is ”Communication”?

「月が綺麗ですね」

3 / 30



What is ”Communication”?

Q.
コミュニケーションが「上手くいかない」のはどんなとき?

4 / 30



What is ”Communication”?

N. Luhmannのコミュニケーションモデル
コミュニケーションを 4つの選択と定義

1 (生命)情報の選択
2 表現の選択 (デザイン)
3 理解の選択

4 理解を受け入れるか否かの選択

これらの繰り返しにより、コミュニケーションが継続していく

5 / 30



What is ”Communication”?

機械情報

社会情報

生命情報

2. 表現の選択
(デザイン)

4. 理解を受け入れる
か否かの選択

次の
コミュニケーション

前の
コミュニケーション

3. 理解の選択

1. 情報の選択

6 / 30



What is ”Communication”?

1. (生命)情報の選択
情報の送り手が、相手に伝えたい情報を選択する

7 / 30



What is ”Communication”?

2. 表現の選択
情報の送り手が、情報にどんな記号・言語を付加するかを選択する

• 表現の選択をデザインともいう
• どんな記号・言語を付加するかは、情報の送り手の意図により決まる

(情報) + (意図) = (表現)

• 表現の選択により、生命情報から社会情報へ変化する

月が
綺麗ですね

I love you!

Я люблю тебя!

Ты моя любовь!
8 / 30



What is ”Communication”?

産経新聞連載「車いすでみるなら」より

安全のために自分の行動を周囲に予測し

てもらうことはとても重要です。手で車い

すを漕ぐ場合は、漕ぐ動きで減速や加速が

周囲にわかってもらえます。漕ぐのをやめ

れば後ろにいる人は「止まるかも」と予測

できますが、電動車いすでは漕ぐ動きがな

いので、周囲には予測しにくいのです。

通りかかったお店に寄りたいと思った瞬

間、電動車いすは突然に止まることができ

ます。でも、そうすると後ろを歩いている

人は驚くでしょう。もしかしたらぶつかっ

てしまうかもしれません。

止まるときや進路変更をするときは、後

ろの人が認識できる動きで後方確認をした

上で、徐々に減速するように心がけてい

ます。 9 / 30



What is ”Communication”?

Q.
「自分の行動を周囲に予測してもらう」ために、意識してやっていることは?

10 / 30



What is ”Communication”?

高橋みなみ『リーダー論』より

スピーチでは「嬉しい」「悔しい」といった目に

見える感情よりも、目に見えないことを言うべき

です。嬉しさや悔しさは、見れば分かるからです。

わざわざその言葉を口にして、時間を割くのは

もったいない。(中略)
誤解してほしくないんですが、嬉しさや悔しさ

の中身、なぜその感情を抱くに至ったかを説明す

ることは、聞き手にとっても興味のある情報なん

ですよ。内面は、目には見えないものだからです。

そもそも目には見えないものが理解できると、人

は好奇心を満たされる。その感情を抱くに至った

理由を説明してもらえたなら、自分の経験と比較

したりして、共感もできるようになるんです。

11 / 30



What is ”Communication”?

冗長性

必要最低限のものに加えて、余分や重複が

ある状態

• 誤り検出・訂正 (p.65)
冗長性を加えて、確実にデータを送る

• 圧縮 (p.104-105)
冗長性を除いて、高速にデータを送る

Figure: Claude Shannon

12 / 30



What is ”Communication”?

3. 理解の選択
情報の受け手が、機械情報をどう理解するかを選択する

月が
綺麗ですね

これはもしや
…告白?

きっとこれは
罠に違いない!

あまり宇宙の話
には興味が…。

13 / 30



What is ”Communication”?

Q.
「理解する」とは?

14 / 30



What is ”Communication”?

3. 理解の選択
情報の受け手が、機械情報をどう理解するかを選択する

• 理解は、表現から情報と送り手の意図を区別できるときに可能

(表現) = (情報) + (意図)

• 受け手の理解は主観的なので、送り手の意図とは異なりうる
• 理解の選択により、機械情報から社会情報へ変化する

月が
綺麗ですね

これはもしや
…告白?

きっとこれは
罠に違いない!

あまり宇宙の話
には興味が…。

15 / 30



What is ”Communication”?

4. 理解を受け入れるか否かの選択
情報の受け手が、選んだ理解を受け入れるか受け入れないかを選択する

月が
綺麗ですね

あまり宇宙の話
には興味が…。

き、気付かないフリ…

16 / 30



What is ”Communication”?

機械情報

社会情報

生命情報

2. 表現の選択
(デザイン)

4. 理解を受け入れる
か否かの選択

次の
コミュニケーション

前の
コミュニケーション

3. 理解の選択

1. 情報の選択

17 / 30



What is ”Communication”?

参考: Postelの法則
Be conservative in what you do, be liberal in what you accept from others.
「情報を伝えるときは厳格に、受け取るときは寛容に」

18 / 30



What is ”Communication”?

ただ選択するだけでは、コミュニケーションできない!
• コミュニケーションをその場に居ない人と行えることはありそうにない
• コミュニケーションが理解されても、その「理解が相手に受け入れられ
る」ことはありそうにない

⇨ コミュニケーションの「間に入る」ものが必要

19 / 30



Media

Q.
「メディア」の例を列挙せよ

20 / 30



Media

Media
media ← medium(中間の)
コミュニケーションで情報を

ばいかい

媒介するもの

• 伝播メディア
機械情報を物理的に媒介

• 成果メディア
社会情報を論理的に媒介

21 / 30



Media

成果メディア

社会情報を論理的に媒介

• 例: 真理、愛、貨幣、法、権力、宗教、芸術
• 特定の組織でのみ通じる「内輪ネタ」や「暗黙のルール」(組織文化)も
含む

22 / 30



Media

機械情報

社会情報

生命情報

2. 表現の選択
(デザイン)

4. 理解を受け入れる
か否かの選択

次の
コミュニケーション

前の
コミュニケーション

成果メディア

伝播メディア

3. 理解の選択

1. 情報の選択

×

23 / 30



What is ”Communication”?

高橋みなみ『リーダー論』より

誰に向けて喋るのかによって、言葉遣いも、言

葉の選び方も変わります。

一番難しいのは、総選挙のスピーチですね。身

内が観ているだけではなく、何万人もの人が観て

いる。「組閣が～」というようなグループの内輪の

ワードを噛み砕かず話しても分からない人たちが

いっぱいいるんです。

より多くの人に伝えるには、「起承転結」の「起」

をきちんと説明しないといけない。内向きの言葉

をどれだけ大衆化して喋れるかが、そういう場合

のスピーチにとって重要なポイントだと思います。

(一部省略あり)

24 / 30



メディアの影響

Q.
最近、思い通りにならなかったことはありますか?

25 / 30



メディアの影響

メディアが個人に与える影響

メディアを通じて、心の中に現実イメージが構築される

• 人はメディアを介して「現実」に対する認識を獲得
• メディアは現実を再構成して提示
⇨ 現実をそのまま反映しているわけではない

現実イメージ ≠ 現実

26 / 30



メディアの影響

メディアが社会に与える影響: 機能的分化
現代社会は、各組織が高度に専門化 (機能的分化社会)
例: 政治システム、法システム、経済システム、教育システム

27 / 30



メディアの影響

包摂と排除

「自己責任」の社会

•
ほうせつ

包摂(inclusion)の領域: 結合が緩やかに
• 排除 (exclusion)の領域: 高度に統合

28 / 30



メディアの影響

排除に対する解決策?
• 社会的な支援のための新たな組織をつくる
例: NPO,ネット上のコミュニティ,セルフヘルプグループ

• 他の組織に対する無関心から脱却する

29 / 30
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ー授業実践例ー

• 京都市立西京高等学校より

• 青森県立黒石高等学校より

2. 実践例



１ 青森県立黒石高等学校について

• 大正１４年、町立黒石実科高等女学校と
して開校。昨年、創立９０周年。

• 現在、全日制課程は普通科３クラスと看
護科１クラスが設置されている。

• 定時制課程は今年３月末で閉課程（６８
年）。

• 校訓「誠実」「敬愛」「健康」



２ 本校に設置されている情報科目

• １年普通科、２年看護科「社会と情報」

• 専攻科２年 情報科学

担当者 下村（講師・主担当）

尾崎（実習教諭・副担当）

「情報」の免許を所持しているのは下村のみ。



３ 基礎情報学の理論を取り入れた
授業を行うきっかけ

• 平成２４年度より始まった「知識構成型ジグ
ソー法」を用いた協調学習の実施（当時は夜
間定時制勤務）

• 定時制の生徒でも無理なく取組める内容にし
ないと、ジグソー法は成立しない。

→コミュニケーション能力以前の問題

（生徒指導上の問題、自己肯定感、自己有用

感のなさ、他者理解、思いやりの心のなさ等）



４ 教材開発の苦労

• テーマは「情報の本質的な理解」とコミュニケー
ションの方法を教えることはどうすればできるの
だろうか？←常に「これでいいのだろうか？と疑問に思いなが
ら授業をしてきた」

• 今までにない理論を取り入れたほうが斬新では
ないだろうか？

↓２０１２年 全高情研千葉大会

中島聡先生の発表を聞いて感銘を受け、連絡を
取ったことがきっかけで、基礎情報学研究会に参
加。



５ ジグソー法教材作成
• テーマ「人間が行っていることを１００％（全
て）機械化することが可能だろうか？」

• エキスパートＡ「生命情報・社会情報・機械情
報」 情報の定義に着目する。

• エキスパートＢ 「メディアとは一体なんだろう
か？」伝播メディアと成果メディアの違いに着目する。

• エキスパートＣ 「学習する」とは何だろうか？

人間と機械の「学習」に着目する。

テーマを考えるのに苦労した。作った教材を見て、当時の教頭
（現青森県立百石高等学校長）と共に考えたものである。











６ 協調学習の実施



６ 生徒の活動を見て感じたこと

• 自ずから「コミュニケーション能力を高めていきた
い」という言葉が出ていたこと。

• その後の授業に大変興味を示してくれ、基礎情
報学の内容（主に中島先生の作成したスライド
を元に授業を実施）に関する質問も多く出てきた。

• 情報イコールコンピュータではないことが実証さ
れた。

• 「情報を鵜呑みしないで、意味・内容をきちんと
理解しないとトラブルになることが改めて分かっ
た」という声が多く聞かれた。



７ 実践を通じて

• 基礎情報学の内容を、共通教科「情報」に取
り入れることは十分可能である。

• 「情報の本質的な理解を促すこと」を目的とし
て、基礎情報学の理論を取り入れた教材開
発、授業展開を行うという、本校情報科の教
科経営目標を、管理職も十分理解してくれて
いる。他校にはない特色を出したいという思
いから

• 毎年授業プリントは改良している。





授業プリントの例（抜粋）

スライドは『生命と機械をつなぐ授業』高陵社書店より。











黒石高校ＨＰ
http://www.kuroishi-h.asn.ed.jp/

協調学習指導案検討サイト
http://www.kuroishi-h.com/htdocs/

Shimomura-makoto@r01.asn.ed.jp



3. まとめ

• コンピュータ処理される情報とコミュ

ニケーションで用いられる情報を共通

に理解するための「情報一般の原理」

を高校情報科でどう扱うべきか

• 情報Ⅰ,Ⅱで「情報一般の原理」をどの

ように扱っていくべきかの検討が必要

• 高校現場での実践研究をさらに進める

3. まとめ



情報科新科目のイメージ

(中教審 情報ワーキンググループ資料より)

情報Ⅰ (1) 情報社会の問題解決

(2) コミュニケーションと情報デザイン

(3) コンピュータとプログラミング

(4) 情報通信ネットワークとデータの利用

情報Ⅱ (1) 情報社会の進展と情報技術

(2) コミュニケーションと情報コンテンツ

(3) 情報とデータサイエンス

(4) 情報システムとプログラミング

(5) 課題研究

情報一般
の原理
と関係

情報一般
の原理
と関係

3. まとめ



「情報一般の原理」を学ぶ

基礎情報学研究会

http://www.fi-society.org/


